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	配合計画者名
	

	工 　 事 　 名  　称
	

	所  　　在  　　地
	

	納 入 予 定 時 期
	

	本配合の適用期間　ａ）
	

	コンクリートの打込み箇所
	

	配　合　の　設　計　条　件

	呼び方
	コンクリートの
種類による記号
	呼び強度
	スランプ又は

スランプフロー

ｃｍ
	粗骨材の最大寸法

ｍｍ
	セメントの種類
による記号

	
	
	
	
	
	

	指定
事項
	セメントの種類
	呼び方欄に記載
	空気量
	％

	
	骨材の種類
	使用材料欄に記載
	軽量コンクリートの単位容積質量
	㎏/m３

	
	粗骨材の最大寸法
	呼び方欄に記載
	コンクリートの温度
	最高・最低　　　　　℃

	
	アルカリシリカ反応抑制対策の方法 ｂ）
	
	水セメント比の目標値の上限値
	％

	
	骨材のアルカリシリカ反応性による区分
	使用材料欄に記載
	単位水量の目標値の上限値
	㎏/m３

	
	水の区分
	使用材料欄に記載
	単位セメント量の目標値の下限値又は目標値の上限値
	㎏/m３

	
	混和材料の種類及び使用量
	使用材料及び配合表欄に記載
	流動化後のスランプ増大量
	ｃｍ

	
	塩化物含有量
	　　　　　㎏/m３　以下
	
	

	
	呼び強度を保証する材齢
	日
	
	

	使　　用　　材　　料　Ｃ）

	セメント
	生産者名
	
	密度
g/㎝3
	
	Na２Oeq　ｄ）
％
	

	混和材
	製品名
	
	種類
	
	密度
g/㎝3
	
	Na２Oeq　e）
％
	

	骨材
	No．
	種類
	産地又は
品名
	アルカリシリカ反応性
による区分　ｆ）
	粒の大きさの範囲 ｇ）
	粗粒率又は実積率　ｈ）
	密度 g/㎝3 
	微粒分量

の範囲 ｉ）
％

	
	
	
	
	
	
	
	絶乾
	表乾
	

	
	
	
	
	区分
	試験方法
	
	
	
	
	

	細骨材
	1 
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	2 
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	3 
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	粗骨材
	1 
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	2 
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	3 
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	混和剤①
	製品名
	
	種類
	
	Na２Oeq j）
％
	

	混和剤②
	
	
	
	
	
	

	細骨材の塩化物量 ｋ）
	％
	水の区分 ｌ）
	
	目標スラッジ固形分立 ｍ）
	％

	配　　　　合　　　　表　ｎ） kg/m3

	ｾﾒﾝﾄ
	混和材
	水
	細骨材①
	細骨材②
	細骨材③
	粗骨材①
	粗骨材②
	粗骨材③
	混和剤①
	混和剤②

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	水セメント比
	％
	水結合材比 ｏ）
	％
	細骨材率
	％

	備　　考


	アルカリ総量の計算表 ｑ）

	アルカリ総量の計算
	判定基準
	計算及び判定

	コンクリート中のセメントに含まれる全アルカリ量（kg/m3）　Ｒｃ

Ｒｃ＝（単位セメント量kg/m3）×（セメント中の全アルカリ量Na2Oeq：％/100）
	①　＝

　　　Rｃ
	－
	

	コンクリート中の混和材に含まれる全アルカリ量（kg/m3）　Ｒａ

Ｒａ＝（単位混和材量kg/m3）×（混和材中の全アルカリ量：％/100）
	②　＝

　　　Rａ
	－
	

	コンクリート中の骨材に含まれる全アルカリ量（kg/m3）　Ｒｓ

Ｒｓ＝（単位骨材量kg/m3）×0.53×（骨材中のＮａＣｌの量：％/100）
	③　＝

　　　Rｓ
	－
	

	コンクリート中の混和剤に含まれる全アルカリ量（kg/m3）　Ｒｍ

Ｒｍ＝（単位混和剤量kg/m3）×（混和剤中の全アルカリ量：％/100）
	④　＝

　　　Rｍ
	－
	

	流動化剤を添加する場合は、コンクリート中の流動化剤に含まれる全アルカリ量(kg/m3)　Rｐｒ）
Ｒｐ＝（単位流動化剤量kg/m3）×（流動化剤中の全アルカリ量：％/100）
	⑤　＝

　　　Rｐ
	－
	

	コンクリート中のアルカリ総量（kg/m3）　Ｒｔ

Ｒｔ＝①＋②＋③＋④＋⑤
	Ｒｔ
	3.0 kg/m3

以下
	

	
	
	
	適・否


注a)　本配合の適用期間に加え、標準配合、又は修正標準配合の別を記入する。

なお、標準配合とは、レディーミクストコンクリート工場で社内標準を基本にしている配合で、標準状態の運搬時間における標準期の配合として標準化されているものとする。また、修正標準配合とは、出荷時のコンクリート温度が標準配合で想定した温度より大幅に相違する場合、運搬時間が標準状態から大幅に変化する場合、若しくは、骨材の品質が所定の範囲を超えて変動する場合に修正を行ったものとする。

　b)　JIS A 5308 表B.1の記号欄の記載事項を、そのまま記入する。

　c)　配合設計に用いた材料について記入する。

　d)　ポルトランドセメント及び普通エコセメントを使用した場合に記入する。JIS R 5210の全アルカリの値としては、直近の６か月間の試験成績表に示されている、全アルカリの最大値の最も大きい値を記入する。

　e)　最新版の混和材試験成績表の値を記入する。

　f)　アルカリシリカ反応による区分、及び判定に用いた試験方法を記入する。

　g)　細骨材に対しては、砕砂、スラグ骨材、人工軽量骨材、及び再生細骨材Ｈでは粒の大きさの範囲を記入する。

　　　粗骨材に対しては、砕石、スラグ骨材、人工軽量骨材、及び再生粗骨材Ｈでは粒の大きさの範囲を、砂利では最大寸法を記入する。
　h)　細骨材に対しては粗流率の値を、粗骨材に対しては、実績率又は粗流率の値を記入する。

　i)　砕石及び砕砂を使用する場合に記入する。

　j)　最新版の混和剤試験成績表の値を記入する。

　k)　最新版の骨材試験成績表の値（NaClとして）を記入する。

　l)　回収水のうちスラッグ水を使用する場合は、“回収水（スラッジ水）”と記入する。

　m)　スラッジ水を使用する場合に記入する。目標スラッジ固形分率とは、３％以下のスラッジ固形分率の限度を保証できるように定めた値である。

　n)　人工軽量骨材の場合は、絶対乾燥状態の質量で、その他の骨材の場合は表面乾燥飽和状態の質量で表す。

　o)　高炉スラグ微粉末などを結合材として使用した場合にだけ記入する。

　p)　全骨材の質量に対する各骨材の計量設定割合をいう。

　q)　コンクリート中のアルカリ総量を規制する抑制対策の方法を講じる場合にだけ別表に記入する。

　r)　購入者から通知を受けたアルカリ量を用いて計算をする。
